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1. はじめに 

人の発声する音声は，同じ音素列でも全く同じ音声

波形となることはない．発声スタイルや込める感情の違

い等で大きく変化することはもちろんだが，本人が同じ

ように発声しようとしていても音声波形は異なっている．

特に，時期差がある場合は，一般的な音響特徴空間に

おいても変化が大きいことが知られている[1]．そのため，

話者認識だけでなく，現在我々が取り組んでいる，咽頭

内の食物残留の検出を目的とした，音声から声道内の

状態を知ろうとする研究[2]においても，話者内で変化し

にくい音声を得られることが重要になっている．このよう

な背景のもと，本稿では発声スタイルが異なる発声内の

母音に着目し，対数パワースペクトル包絡の話者内分

散[3]の調査を行った． 

2. 分析方法 

使用したデータは科警研の音声データ[4]から男性

50 名の短音節発声の/e/と音素バランス文(A03)の文節

の切れ目の「で」から手動で切り出した/e/で，話者毎に

時期を開けて 2 回ずつ録音した計 4 発声のデータであ

る．音響分析条件はサンプリング周波数16kHz，高域強

調係数 0.97，フレームシフト 10ms，窓幅 32ms のハニン

グ窓とした．スペクトル包絡はケプストラム分析(30 次)を

用いて抽出し，発声毎に平均を取ったのち正規化を行

い，１発声で１つのスペクトル包絡を得た．このスペクト

ル包絡を用いて，話者毎に(1)式で分散を求めた． 
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ここで，𝑛：周波数 bin，𝑖：話者，𝑗：発声，𝐸𝑖𝑗(𝑛)：話者の

発声毎のスペクトル包絡である（本稿では𝐽 = 4）． 

3. 分析結果 

図 1に話者 1名の単母音/e/と音素バランス文から切

り出した/e/のスペクトル包絡を示す．図より，単母音発

声よりも音素バランス文発声の変化が少ないことがわか

る．図 2 に，話者 50 名の周波数ごとの分散の平均を比

較した図を示す．図2より周波数帯域で比較すると，4～

7kHz範囲で分散に差があることがわかる．これより，4～

5kHz の零点の変化から梨状窩における食物残留を検

出する研究[2]等の，スペクトルの微細な変化に着目す

るような研究においては，単母音発声よりも文発声中の

母音を使用する方が，安定した分析や検出を行うことが  

  

   
図１．男性話者 1名の単母音/e/と音素バランス文から切り出した

/e/の各 4 発声のスペクトル包絡  

  
図 2．男性話者 50 名の単母音/e/と音素バランス文から切り出し

た/e/の周波数毎の分散の平均 

 

できると考えられる．  

4. おわりに 

本稿では単母音発声と文発声中の，母音/e/のスペ

クトル包絡の話者内分散を比較した．今後は他の母音

でも同様の比較を行う． 
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